
救急科紹介
　―二次救急の迅速な対応を目指して―

　平成28年７月より救急科が開設され
たのに伴い、専従医として着任いたしま
した小田原です。

【救急医療と救急医学】
　救急医療は現在の国民生活の中で重
要な位置を占めており、より重要性が増
してきつつあります。一方で医学界全体
の中では、救急医療の重要性は認識さ
れつつあるものの、現実には「救急医学」
は正当に評価されているとは言い難い
状態にあります。
　平成3年の救急救命士の誕生と期を同
じくして、救急医学がこれまで以上に守
備範囲を広げざるを得ない状況を迎え
ました。病院前救護（プレホスピタルケ
ア）への関心が高まってきたからです。
　救急医療において、最終目標は他の医
学分野と同じく患者の救命ですが、さら
に進んで患者の社会復帰を実現するた
めには、病院到着前の対応の充実は不
可欠です。そのことが認識されるに従い、
病院前救護への関心なしに救急医療、救
急医学を語ることができなくなり、救急
医療の概念はいっそう広がりを見せてき
たと言えます。
　人間を一個の総合的な生命体と捉え、
生命への脅威を的確に判断し冷静に対
応するためには、学問的な科学的根拠
（エビデンス）の裏付けが必要です。救急
医療の教育と、研究の学問体系としての
救急医学の重要性が高まっています。

【当院の救急体制】
　当院は松山圏域の二次救急輪番制の
一病院として、8日に一度の割合で、当番
日には午前8時30分から24時間体制で
二次救急を担当しています。救急隊から
の収容要請に対しては、かかりつけ医が
あればそちらでの対応をお願いすること
もありますが、基本的には断らないスタ
ンスで受け入れを行っています。
　救急科の医師として着任したものの
専従医は1名ですので、すべての患者を
診察するわけではなく、各科の協力を得
ませんと救急体制は構築できません。当
院は、私が着任前に勤務していた病院よ
りは小規模ですが、小回りが効き、血液

職員を招いて救急症例検討会を開催し
ています。顔の見える関係を構築しなが
ら、今後の業務に活かせるように努力し
ています。

【おわりに】
　当院の二次救急当番日には救急車で
の搬送が平均70台程度、walk-in患者は
休日には500名近い方が来院されること
もあります。
　しかし、適切に受診されているとは言
い難い事例も多く見受けられます。特に
救急車につきましては適切にご利用い
ただかないと重症患者が救命できない
事態になりかねませんので、ご協力をい
ただけると幸いです。

　平成29年1月1日からは救急科専門医
指定施設にも認定していただきました。
研修医教育にも力をいれていきながら
日々精進してまいりますので、何卒よろし
くお願いいたします。

検査や画像検査が迅速で個人的にはと
ても気に入っており、大変助かっていま
す。最重症の患者が収容された場合に
は、適切に高次救急病院への転院搬送
をさせていただいております。

【患者対応】
　平日午前中の救急車の対応につきま
しては、平成28年6月までの体制と比較
すれば、基本的に救急車での来院患者
の初療を私が担当することにより、来院
してから診療、検査までの段階でお待た
せすることが少なくなりました。また、今
までは外来診察医が診察を中断して救
急車対応をしていましたが、主に内科・
外科・脳神経外科についてはそのケース
もかなり減少しましたので、外来診察医
が外来診察に専念できるようになってき
ています。
　時間外の18時から24時までのwalk-in
の患者さんにつきましては、外来受付で
担当看護師１名がトリアージを行ってお
ります。患者さんの緊急度、重症度によ
り、必要度の高い患者さんから診察、処
置にご案内いたしております。診察の順
序が前後することがあり、ご不満をお持
ちの方もいらっしゃるかもしれませんが、
スムーズな対応を心掛けてまいりますの
で、ご協力のほどお願いいたします。

【救急隊との連携】
　平成28年6月から、救急隊の病院到着
前の対応の充実や病院前救護との連携
を図るために、定期的に松山圏域の消防
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